
記号

MEG26

回 回

第１ 第１６

第２ 第１７

第３ 第１８

第４ 第１９

第５ 第２０

第６ 第２１

第７ 第２２

第８ 第２３

第９ 第２４

第１０ 第２５

第１１ 第２６

第１２ 第２７

第１３ 第２８

第１４ 第２９

第1５ 第３０ まとめ
全体の学習事項のまとめと授業評価アンケー
トを行う。

期末まとめとして試験を実施する。

Reading 1

A Seven-Dollar Dream
Comprehension

Reading 1
The Girl with the White Flag
Comprehension

A Seven-Dollar Dream
Part 1, 2

The Girl with the White Flag
Part 3

The Girl with the White Flag
Part 1, 2

Lesson 8
Everybody Is Different
Part 4, Communication

Is Another Ice Age Coming?
Part 1, 2

Is Another Ice Age Coming?
Part 3, 4

Everybody Is Different
Part 1, 2

Is Another Ice Age Coming?
Communication, Exercises

Everybody Is Different
Part 3

Lesson 5 Lesson 8

中間まとめ 中間まとめとして試験を実施する。

Lesson 6
Queen of Subtitle Translation
Part 3

Lesson 6

African Eve: Mother of Human Beings
Part 1, 2

Queen of Subtitle Translation
Activities, Exercises

Lesson 7

副担当教員

参　考　書

教　科　書

Reading 2

Reading 2

最終回に授業評価アンケートを行う

A Seven-Dollar Dream
Part 3, 4

Reading 1

期末まとめ

Vivid English Course Ⅰ（第一学習社）

フェイバリット英単語・熟語〈テーマ別〉コーパス3000（東京書籍）、TOEIC TEST　オールラウンド英文法（文英堂）

関連科目

授業評価・理解度

項　　　　目 内　　　　　　容

Reading 2

Lesson 6
Queen of Subtitle Translation
Part 2

Lesson 7

Lesson 8

Lesson 7
African Eve: Mother of Human Beings
Part 3, 4

African Eve: Mother of Human Beings
Communication, Exercises

 講義の概要とその進め方および評価方法と評
価基準について

Only One Flower in the World
Part 1, 2

授
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
画

Lesson 1

Lesson 1

Lesson 3
Puzzling Proverbs
Part 1, 2

Lesson 2

中間まとめとして試験を実施する。

Lesson 3

(f)学習・教育目標 (G)(2) ＪＡＢＥＥ基準１（１）

授
　
　
　
　
　
　
業
　
　
　
　
　
　
計
　
　
　
　
　
　
画

Only One Flower in the World
Part 3

中間まとめ

Lesson 5

Lesson 6

Can Robots Beat Human Players？
Part1, 2

Can Robots Beat Human Players ？
Part3, Review1

Lesson 5

Puzzling Proverbs
Activities, Exercises

Lesson 2

単位・時間 必修・選択

内　　　　　　容

後川知美：USHIROKAWA Tomomi

１ME総合英語Ⅰ：Comprehensive EnglishⅠ

授業形態 単位種別

総合英語Ⅰは、発音の基本的発声の仕方や辞書の引き方を習得しながら、読解力を身につけていくことを主な目的とし
ています。読む力を養うには、語彙力と文法力を磨いていかなければなりません。これらは予習の際に辞書を引き、文章
の一応の意味を調べてくるという日々の努力のうえに蓄積されるものです。実力を付けるために必要な作業を繰り返しな
がら、文化、歴史、文芸などの英語世界を垣間見てもらいたいものです。

2057

教　員　名

導入

後　　　　　　　　　　期

（１）辞書を引くことが習慣となる。
（２）文節のまとまりごとに意味がとれるようになる。
（３）語彙を増やす。
（４）予習にこころがけ、授業が復習になる体制をとれるように
なる。

到　達　目　標

（１）中間試験４０％　　（２）期末試験４０％　　（３）小テスト１
0％　　　（４）口頭試問５％　（５）CALLシステム５％
なお後期は（１）と（２）をそれぞれ３０％ずつに変更し、（６）に
課題テスト２０％を加えて評価する。

評　価　方　法

項　　　　目

前　　　　　　　　　　期

Queen of Subtitle Translation
Part 1

科目コード 科　　　　　　目　　　　　　名 学年

備　　考 英和辞書必携

2・９０分 必修 講義・通年 履修単位

授
業
概
要


